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「小学校外国語活動」必修化対策書の決定版！ 

『小学校外国語活動実践マニュアル』刊行 
～ 「新学習指導要領」の解説から指導案立案まで。Webと連動でサポート ～ 

 

 教育出版社の株式会社旺文社(本社：東京都新宿区、代表取締役社長 赤尾 文夫、以下旺文社)は、小学校
での外国語活動にかかわる現場の先生をサポートする『小学校外国語活動実践マニュアル』を 2008年 9月 5日
(金)に発売します。本書は、「新小学校学習指導要領」において必修化が定められた「外国語活動」についてのわ
かりやすい解説・具体的な対策が満載のマニュアルで、「外国語活動」に対して、不安や疑問を抱いている教育

現場の先生方へおすすめの一冊です。 
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共編著：松川禮子（岐阜大学名誉教授）、大城賢（琉球大学教授） 
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B 5 判／176 ページ／定価：2,100 円（税込） 
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■ 本書刊行のねらい 

 2011年度から小学校高学年に週 1時間（年間 35時間）の「外国語活動」が必修化されます。本書は、必
修化に向けて、「十分に英語活動の準備時間がとれない」、「どのように指導計画を立てたらよいかわからな

い」、「英語力に自信がない」などといった悩みや不安を抱えている学校現場をサポートしたいという思いか

ら企画されました。 
本書では、「新小学校学習指導要領」における外国語活動の目標や内容のわかりやすい解説から、文部

科学省刊行『英語ノート（試作版）』を使った指導案立案、実際に教室で使用するクラスルーム・イングリッシ

ュまで、理論から実践まで幅広く扱い、現場の先生方が納得し、自信を持って、外国語活動に取り組めるよ

うな構成になっています。 

■ 本書の特長 

① 小学校英語に関する知識・理論をわかりやすく解説 
外国語活動必修化までの経緯や「新小学校学習指導要領（外国語活動）」の解説を掲載しました。また、

「新小学校学習指導要領」にもとづく教員研修の実施方法やカリキュラムの作り方、実際の授業の進め方な

ど、理論から具体的な授業方法までをわかりやすく解説しました。 

 

② 先行実践校の経験に基づく、導入手順・課題解決事例の掲載 
旺文社が 2年前から実施している【小学校英語研究プロジェクト】に参加した小学校の先行実践の成果を紹

 

 



介しています。今まで英語活動を実施していなかった小学校と、すでに週 1時間の英語活動を実施してきた
小学校の場合、それぞれにどのような展開が予想され、どのような課題・成果がもたらされるのかという生

のデータを掲載しています。 
 

③ 書籍・ウェブ両面からのサポート（「学校英語ハピラボ」にて無料音声ダウンロード） 

旺文社小学校英語活動サポートサイト『学校英語ハピラボ』と連動し、書籍で扱われているクラスルーム・イ

ングリッシュの音声が無料ダウンロードできるなど、「書籍＋Web」の多角的なサポート体制を提供します。
また同サイトでは、絵カードやビンゴシートなど授業に使用できる教材も無料でダウンロードできます。 
 

■ 本書の目次 

CHAPTER1 公立小学校の英語教育のいま 
1 公立小学校への英語教育導入の流れ  2 小学校への英語教育の現状 

CHAPTER2 「新小学校学習指導要領」を読む 
1 新小学校学習指導要領の概要   2 入門期としての「外国語活動」の位置付けとその意義 

CHAPTER3 「外国語活動」必修化準備マニュアル 
1 文部科学省の外国語活動に対する支援事業  2 教育委員会の準備 

3 各小学校の準備 
《導入事例》 沖縄県那覇市における小学校英語活動の取り組み 

CHAPTER4 「外国語活動」指導のポイント 
1 「外国語活動」指導のポイント  2 『英語ノート』の活用 

   3 ティーム・ティーチングについて  4 教材・教具、アクティビティ開発のポイント 

   5 小学校での文字指導について 

CHAPTER5 先行実践校のケースから学ぶ 
  《ケース 1》 英語活動を実施していなかった小学校 

  《ケース 2》 すでに週 1時間の英語活動を実施していた小学校   

CHAPTER6 小学校英語 110番 
1 先行実践校が扱った語彙・表現例 2 書籍・ウェブサイトに学ぶ 
3 すぐに役立つクラスルーム・イングリッシュ 
 

『小学校外国語活動実践マニュアル』との連動ウェブサイト 

 
 

  （http://hapilab.obunsha.co.jp） 
◆ ３つのポイント 

① 現場主義のコンテンツ（小学校の先生が制作協力） 
② 自信のない先生のために（英語音声無料ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ） 
③ 忙しい先生のために（授業で使える無料教材ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ） 

                  
 

     【会社概要】 
 社 名： 株式会社 旺文社 

 代 表 者： 代表取締役社長 赤尾 文夫           設   立： 1931年 10月 1日 

 本 社： 〒162-8680 東京都新宿区横寺町 55 ／ TEL: 03-3266-6400 
 事業内容： 教育・情報をメインとした総合出版と事業 

 U R L： http://www.obunsha.co.jp/ 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社旺文社 広報担当：山縣・三澤 
TEL:03-3266-6495  FAX:03-3266-6045 E-mail：pr@obunsha.co.jp 

のご紹介


